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森林管理協議会（Forest Stewardship Council）で認証された適切に管理され
た森林からの原料を含む、FSC認証紙を使用しています。

VOC（揮発性有機化合物）成分を含まない100％植物インキで、大気汚染の防
止に配慮しています。

印刷時に有害な物質を含む浸し水が不要な、水なし印刷を採用しています。
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環境保全に配意した製品の開発
環境活動
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研究開発センタでの取組み

　研究開発センタでは、土木・アクセスなどのハード系、

IT系、環境系の３グループに分けて研究開発を行って

おり、水質改善・汚泥抑制、天然資源節約、大気汚染低

減などに関する研究開発にも力を入れています。

　その中で環境保全に寄与する研究開発として、経年劣

化したマンホール等を補修補強により再生化し、廃棄物

発生の抑制を図る「マンホール補強技術」、省エネルギ

ーで汚水浄化を図る「バチルス菌排水処理技術」、家畜

糞尿・生ゴミなどの廃棄物から、より多くのバイオガス

を回収しエネルギー利用を図る「バイオガス技術」など

に取り組んできましたが、今後もランニングコストの低

減や環境改善のニーズに合った開発に取り組んでいきま

す。

マンホール補強工法の共同研究開発　

　マンホール等地下埋設物の敷設においては、道路設計

荷重の増大、コンクリートの経年劣化によるひび割れ、

コンクリート剥離などにより、マンホール内の収容物に

重大な障害を与える危険性が生じています。このような

状況を踏まえ、マンホールの補強策として、マンホール

開口部に高強度で軽い炭素繊維強化プラスチック板

（CFRP）を、エポキシ系の接着剤で貼り付けて補強・

延命するとともに、マンホール内部の四隅等劣化しやす

い個所は、レジンコンクリート製のブロックを組み合わ

せて補強する新工法を、他社との共同で開発しています。

　本技術の活用により、地下インフラ設備の延命を進め

ることができるため、新たな敷設工事の発生を抑え資源

の抑制にも貢献できると考えています。

バチルス菌利用排水処理技術の開発

　有機性排水処理には活性汚泥法が適しており、その処

理施設の施工実績を積んでいますが、一般的な処理方法

であるため他社との競争が厳しいのが現状です。そのた

め、バチルス菌を用いた排水処理方法の効果検証を行い、

その有効性を確認しました。これは、更なるシステムの

性能向上を図るとともに、独自のシステムの構築を目ざ

したものです。

　本システムは、一般的な活性汚泥法よりも低イニシャ

ルコスト・低ランニングコストであるため、排水処理施

設設置工事において、本技術が貢献できると考えていま

す。

バイオガス技術の開発

　バイオガス技術は、家畜糞尿や下水汚泥、生ゴミ、食

品系産業廃棄物などの有機性廃棄物を微生物によりメタ

ン発酵槽で分解処理し、この処理工程の過程で発生する

可燃性のバイオガス（メタンガスを主成分）を再利用す

ることによりエネルギーとして回収する技術です。この

技術は、資源循環・環境調和を可能にする技術として注

目されています。

　当社は、佐賀大学との共同研究をもとに、高効率で

バイオガスを発生させるシステムの開発に取り組んで

います。

汚泥減量効率化技術の開発　

　有機性排水の浄化施設などから発生する余剰汚泥の産

業廃棄物処分費は、上昇する傾向であり、今まで以上に

「汚泥減量化技術」へのニーズが高まると考えています。

そのため、汚泥減量システムの更なる効率化・コストダ

ウンの検討を実施するとともに、精度の高い設計指針の

構築を目ざしています。

　これにより、商品価値や競争力の向上に大きく貢献で

きると考えています。

 

　協和エクシオは、ハード・IT・環境の３グループに分けて研究開発を行っています。その中で、環境保

全に寄与する研究開発にも取り組んでおり、今後も引き続き環境改善のニーズにあった開発に取り組んで

います。

編集後記

　当社は、今回初めてCSR報告書を発行しました。発行に

あたって特に留意した点は、CSRへの基本的考え方を明確

にすることと、当社のCSRに関する活動の取組みについて

各ステークホルダーの皆さまに知っていただける内容にす

ることです。

　本報告書は、CSRの基本的考え方や取組みに加え、特集

として新中期経営計画や光No.1 企業を目ざした取組みな

どについて取り上げました。また、各ステークホルダーと

のかかわりについても、バランス良く報告するよう工夫し

ました。内容的にはまだ十分とはいえませんが、ステーク

ホルダーの皆さまにとって読みやすくわかりやすいCSR報

告書になるよう努めました。

　皆さまからのご意見を今後のCSRの取組みや報告書作成

の参考にし、内容の充実を図っていきたいと考えています。

本報告書に関するご意見・お問い合わせ先

株式会社協和エクシオ　CSR推進部
TEL：03（5778）1080
FAX：03（5778）1224
http://www.exeo.co.jp
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